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発破後ガスの分析法に就て

lq 和 26年 JII20Jl女 Lt)

仁多富男 ･岩崎侶-ji･阿屯弔文

(円本たま托式会ii町契nr支帯)

耳東灘 の7IだAにqしては.僅iF7)研定上からも
樹 陀立上からも常q'=弼顎として鮒 7)研究が為さ
LLていろ｡そして火40)rI的にrEt:た堵■のK入分析
どこが提ltJされてしろ.riL分析はの指炎とrt･抜放作の
GZ易さとは穂江的tt平S･IrL,筏Vスの如きqLK,.L捉
まのgスS,分肝T-ろJ抑'_大柳 耳l(.i,ち.17'･LIFミ榊

Iu LもⅦ大T=王弟とイlすろ一例 と斐宗乃ir鮎 二
iEいてi潤 し.'こ点を相計Tろ.

1 手 車 te JB

究拡律に放ける馴 鞍XLr･にIJlはqスが祢在したた
わの市掛 と1㌧くから喋々 ヰuぜられているL箕であり.kと
.近光明棚 Lは 細 恥 :究i'?さ̂ 払泌 ニー軟化淡
兼のサ丑を軸uすろにtI効でもろも各aiでは川されて
いる.こ粁籾 も)JUtllこ於けろ律gスの.J臥二1/._/塊M

して広々 詔習な七号紫をf'Jt=の'(･もろが,邦の姫投申時
に環噂1こ於ける.W,iz仏とgiqからy スL̂科を棚 った

寄合の珊宝船:同じ1*h]冊 こ放て打越することカ:ち
る｡共の好例お粥Iに′1:十.淡FllA,JS,C,I)はA
.次の如き.牧の瑞兆である.
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A 現qiに於て究改正他 事雌 に只fFを在ってJJCJ

軸 管で耽ちに粧 した班
B HスtLべサトで対点ったFtfrHよにギしてJ±OJ
法で分析した扶火

C Bと向-粥rIを同時に触 診で分析した鈷梨
D･B と同一試ftを叩丘山積噌 dス分析紐 に
上って分析した揺R

上髭の#定法中 】P書法に上るI- 化裳実の分野臣

に押しては早計の読知 -･S,ろが.雌 .=ろRm 共存
Hスの彰菅を老輩して･Xの如き'Jj江を揺目し1=｡

yス只拝5C0-600cL･をllJLりtlr.qAを諒妾-して

IT･めよく3f丑して紀いた 1200c Lこ加東されているt'_T

SO富o)ZA の入った U 17'野と 05-u lhrの話

題でa21させ生成した沃采を ILh'Xl併読 5cc･に
巳牧させた｡ ガIR科を通じた扱.均◆相生7日;0

廿をtiて Kr軒講で沃兼を緑 ･ヽた3'.士併EZ概 を

丑t:て歳入した｡】t僕 Kl折渡▲こ衰牧された沃栗を

ふヾ鳴 olH,r護で議定して-Gtltn米の土七井-
た.,ガスb岬 の捕茄紫配l二はタt･▲脚 ,501'')(OH
rri～.茂,洩肋 を入itた小鞘の沈水瓶Jiび胴体のKOtJ.
汝成した CaC】!翫 lこiRL'た柵 の入った tjHZ'

野をL史川Lf=｡

tA知17に上る淋i三はg町Cは l-に浪人や時を刺

し}=が,yE組 ではi古史の恥 均分 には拭拝Fスを
006タ''以Tltl_の頭皮立相続した齢 について犯 し
た蝦から7F山した｡tA細野L=は lt咽とfiTTlろ変色官
が=iRにf=つたものをArJIJした｡

米か1位LilJ:a桐Kス分析鵜恋にJ:る分析に於ては-叔

化淡紫は巾化朝出'で分析 F'ろのが廿迎'Cもろが氏姓は

現収比を川いた｡その牡牧淡のmJRは･Xに,J.す皿りで
ある｡

(り KO日照淡 ZS苅比群の KOH を 72m故
部のぷ封水lこWi解した｡

(Il) 発軸 は 100-105>'花tW に062.'の

鮒 を浩加した｡

(=1 t't,Ht,-JL･群議はt't･Ht･-A･10g,XOH
SOg,前掛 l00官のnftで折淡7'L井生し70

-SO.Cで棚 成し概 の分析に 2-5回

脚 1ル た筏で脚 目した.

(lV) 塩化那一脈 派はgL化ホ一朝 )25gと叫化ア

ンJey2占5gを 750cc の潮 水こ軒辞さす
や合の小姓派護を脚 】した.粥護の色は無色遠
粥である.促鞍上韻 と入れてJtいた｡
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このJJ法に上7JjE全分析のGlliF!を苅21こ′J汁.この が大きい O-ト1.-ゼのnt,iiは 100LIEの試ftを15′′
加 かこ1ろ稚止｣附と棚 のl叩主jJ蛸 雄のLl.(･は多少 で達人Lf:旺巴の発言を触 生米t肋 川溝fQ,Jre･52人
劣るけれ>ち苛qi瓜絶叫 勺基式の分FrにはIJ窓丑,'j 此校地とした｡
方池の一つであることが鎧尖でもろ｡
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.Y= 襲持主等茶とする

n 仝*の軌 ヒ物の影響

炎Zに.J=したfTIく脚 ▲こ上ろ-d化l#講の駈 脈

メ.珊 l′(校とgA縛辞牧･こ指つ･=柑1他 控てから分

析した時と一一丑LIL･いのは共存mLQ)世菅であろうと

子宮だした｡そこで伽 y-g'と浸鮒 をlJlJ打して一俵

化歩鎌 を敬 r･.し,内子f20LのDiLこ布地泊犀の基競一
･一や†化'jiX,l卓合'itf._r･つくってその強壮を3緒の方法で
取 した.文各線蟹のEL的 から100tu の沌射符に移

し,碑石を･L･ノダの未読計でTI解して冊 と電光をつく
つf=ものお出公し,宝宗g)成化hF･恨知野に上る-1酸

化炎窯の邪三に如何なろ彰菅を71だすかをZ{段した｡

炎3r+-1紀の如くして凋洪した睦々のin蛇の一脈化

規範 拓くのみのiJ拾 物を作砧の力牡でJ/1糾したむZ指で

三lV一･t'I;0 エトロ--eECO 与十17-ゼ CO
(Jt■R組) 7･' (R:椴叶) ,I.I (lt較伏) ,･.
O aZ0 0 007 0 0_02

5 0-_0 6 001 3 0018

15 rl】ヱ 8 0(唱 5 001_}

20 R色 20以上 紫色 は JC色

炎5は月3とMi;抄な丈汝の脚 であるが一冊化巽
漉糊細 野の抑 こgt地盤ポ細 評を赴銑してaトV-

ゼを除JL-しようと試みた｡この租分iトF-七の彰賢

を充分.こ粁Jtけ ちことはJLl繋な い ｡

我 6

ユトt'-ゼ CO ニト7-で CO こい'-ゼ CO
(光i2位) 7･' (Ltりす) ,i (Lt位班) タ./
0 020 0 007 0 0.0ZO

LI 0ZO J 0O7 5 00は

6 ()】6 8 006 8 tl013

8 01:! 10 001 JO O鵬

-n以F. 川色 201･1上 背色 20 顕色

R6ほ一三 ト.･-七を除くためにfl効 社の杓苛.こ及軒
明日.ii性ZqtfJ30L,L･)取黙約よ.)IZろ捕k粥PZ釧l
した卿 である｡この･TLL合■こも昨かに一冊 ヒ緋 の汝

触 :陀くIuろ梯である的 Jt彬岨 20を僧えても余り

脚 TlJEはされILい｡しかし･;トp-tLの才知 :多く1=

ればJfはIJ入r川1の牧知廿に は･;ト.,-ぜの彩管がrit

あるo3つのカ淡はよく一致した桃Dさを与えた｡勿誇 る｡

杓卸町Cz守雄を.Nろ域命迅三Bに招釈してかLJ.郷j=し耳
目した｡
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u 実験結果の考案
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'R4は'R3のy招iを行った技相当する煎哩のU又を 光yJ哨｢線化機 軸 おのid促は?:の如き即三で滋

2本の 100cc の粍射執 こ移し托4の .TC0:船 のg yば れていち｡

ス*_,出合したものを近梅してLX分だ1-に混合した只封

1ニ弔して-方で-ボ化LRX他方でこ11ロー･t'をLul也

完納 速に上り ,00cL.を 15′′で歳入して1Triiiした

捌 きでA.)ろ｡この:Jiよりylかな如く占 トL･--Eの;≡空

が和すにつれて一億化架乗の珊定ulは放くILtろ桜にな

I),比較的 20では もはや CO に上る甘巴がfLr7-に

Sト甘-ゼによって棚 は焚巴に変る.J与胡桃

I,似 IJしたが入E3の内の棚 -JttW Stさでも咋

n) PdSOj+CO-Pt鵜0-CO

b) 2Pd50一･CO†5(ylJl)!〉t●Oj+ZlliS0-

-.110=08+l'd+ZCOe+PdSOJ

†3(1'H■)さ0112H,0

･1日'･CO小の一定l;U.の統姓化エ◆̂ ･4{-を打｢
る性少節介が弼'Jlされる反LL>で狂也にはl特休なく,b)

は国定された COがそれに比例してH巴の鮒 と-iy

yfン･TuoO1..1ToeO与を光じて延色すら炭鉱でもろ｡
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根知郷土Ill･り 'J'F,如 Tシモ4ウLI(:(Hl)≡0･ J._,新鮮T=室銭で槌Yeして搬 ~】-ろ♯h;･払好で も 7.,,
SLO三･)23loO.･nHfO の淡色から松 +_,はて甘色に[_- O(姑-.'S･越え7.Z丑哩のPtftに対してもLLJ米ろ1='Lナ持
ち｡そitを鮮声色と比較して CO'17-L苅,'Jのである, fqして粧 したものが脚 を山十｡
/7ZAJSlさLLてい･lCO はその托'W Pで桁礁きれろ

r'bSO一もその旺少吉でもろとするとこの柵 '･y

スの達人汐時と故知管のiL#のふ▲こ児休す/.刊がよく
獅 ほ れるとT i｡

於つて上妃比瓜をW.巧したり,枚知j書やEl嘘均とは
枯すろtif_･gスが典lfしているとtk知に不厄介を′hrJV
ち.棚 に′11色し1Aい'̂恥土X'!.O!.CO!,Soモ.

SO),H!(LlLL小丘で･P Cll下の申告 CH.. ェ ー

チA･,TA･,-I,,相 克寺で1,ト,甘巴.こすろも9)ii

lt,ハ′拙.Iの白地 化iL讃,エチレン竿でSJ-.T

tナレンは栂文させ坤5-･t:つと餅 色.二JLT" べ}ゼ

ン.Cも.Cle._T<03は托典巴方毛抱色を与えろ｡His
てはLfI.くf=Il_T:Ll_とIICh.では触斥J)炎色は.5巴
とT.'り他のガスにや ｢ろ賭lb rF7_とL･う.

以上の.･一･1.より々 えてIAZ柵 に 上る.yii;̀こやし降い

CO+''を与え1.I川】のt,るざ人は校HJIF･て.王立一二貸

宗のtt化1TIIIf:と推定して努IIしたところその弛 ;別

当鼓止でも柵 てLtJしいことが刈羽した_この彰亨 T

ちとLllリし,乙共作ガスはTシtユTlt胎位◆孝iL-,7t
ろので,彼か1111としてLJL川するJunはj抑 ガスの舗
句鮎正をつけT=くてはなlJt_LL.抹Bl脚 としては†Ei-
性ijBlをt餌J〟Ll王比抜L)'dl笥堺にrl的を連す7.,ら:㍍ 二と
はuJ,えなし･｡!含LV:JILlニ盈必ま少いもの 上々 えられ,Jo
j:に0lltluの汲虻のJ8分Zit津的.二光色のL.か･J
I.舵 が不抜TAと{=つて来ろ｡その排な特会は只事書

ll.I額ス小の棚 のTl貯法として.三CO と常

加化,i.一掬むつくらせt.qCO を酌化父は;妊 する方
法や鳩 的方法等沢山.,J-ろLナ11ども,'7Tlのとこ7>局
伽 .こJLつ爺L)糸控を】許せ･すL二側 tE.二一舶 王Xl
を柑 一,-_7j技は他に も余 りJL当らない.

TT 捻 ti
) 脚 棚 .二上J-.一触 式.?qi'は兵 TT･〝
入力:1.Lいとよ,く他力JJ-法と-丑した肌/,与え7.,
2･果敢碇qスカわざ炎仔一Jの}L.I,のt謀判上
す1-.時は拝九約 を付す･帥 カ:i,-,.

3馳 顎i･/M l｢ろことに1つ<邦押目･.C捕罰R
約はRf11連せI,れ7.｡

4 0I..一近く比 JのII姥D局lrに捉即,基.こて摂
Ri-ろ事がよい.

この研究を脚 下ごつ1=rt-)lf技帖 E]!FAt兵

:二名称すると共.二恥勺弐EaD買机拝唱J<払 ･たtH_忠

ET:JZLLlE更折の古化にFJく取持叫｣.t十,fT,1脚 (
考爽兼北川fgと-1･''も招◆il脚 th.+=ことをTTBく盟
;射しブナ｡
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